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いろいろな栽培漁業（クロダイ）

三重県では、栽培漁業基本計画に沿って７種類の種苗生産と放流をしています。しかしながら、海に求めるものが多様化し、従来の対応では期待を満足させることが難しくなってきました。
そこで栽培漁業の新たな展開です。三重県栽培漁業センターでは昨年からクロダイ（チヌ）の種苗生産に取り組んでいます
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スズキ目タイ科の魚です。内湾や汽水域、磯場に生息しています。成長すると約50cmにもなりますが、現在の釣りによる日本記録は1978年10月5日にこの尾鷲で釣られた69.5cmです。
全国的に釣りの対象として有名な魚で、紀州地域にも釣りを目的に都会からたくさんの人がやってきます。駆け引きが非常に面白い魚なのですが、食文化の違いからか、地元ではあまり食べられていません。
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大きさは微小
クロダイは、まだ２cm弱の体長しかありません。放流サイズを７～10cmとすると、中間育成の期間は１～２ヶ月かかります。
春から初夏にかけて産卵し、10mm程度に成長すると岸よりに移動し、砂浜や藻場で成長します。性転換する種類で当才魚はすべて雄です。その後雌雄同体になり、２才で雄として成熟、３才になると雌雄異体が始まり、４才になると完全に雄雌がはっきりと分かれてきます。
[image: image3.jpg]


中間育成施設
これは小割り生け簀と言い、この生け簀１つに種苗は約４万尾入っています。中心にある白い筒は、自動給餌器で餌を詰めておくと、タイマーが時間になれば一定量の餌を与えてくれます。
たとえば養殖漁業なら、次のような方法もあります。朝、魚の調子を見ながら餌をやり、自動給餌器に餌を充填しておきます。昼間は自動的に給餌され、夕方、再度、魚の調子を見ながら餌をやる。と言う風です。
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中間育成施設全景
　約１～２ヶ月中間育成して放流サイズまで成長させ、７～８月にかけて釣りが盛んな鳥羽市や南島町などに出荷されます。
　研究機関によると、クロダイは環境適応力が強く、餌も多様なものを利用でき、他魚種に比べて環境収容力も高く、閉鎖型の海域においては極めて高い放流効果を上げることができるそうです。
